
帰国生型入試 国内第1回（2022年度入試問題） 

 

１．A方式：英語作文   

 

 

 

２．A方式：日本語作文  

 

 英語は、今世界の様々な国の人々に使われている、事実上の「国際共通言語」です。しか

し、一部の人を除いて日本人はあまり英語が得意ではない、と言われています。 

 

これに対し、 

 

A：「少子高齢化(子どもの数が減り、老人の割合が増えること)がすすむ日本では今後ます

ます国外で働いたり、外国人観光客や労働者を国内にまねいたりすることが必要になる。

学校で国語(日本語)と同じくらい英語を教えて、日本人の英語力を上げるべきである。い

っそのこと、英語を日本の共通語にしてもよいのではないか。」という意見があります。 

 

その一方で、 

 

B：「日本語と日本の文化は深く結びついており、日本語の教育をおろそかにすると、世界

で高く  評価されている日本の文化も失われてしまう。英語は必要だと感じた人が学んで

身に付ければよい。また、外国から日本に働きに来る人は、日本語を使うのが当然であ

る。」という意見もあります。 

 

あなたの意見はAとBのどちらに近いですか。またどちらとも異なりますか。自分の意見とそ

う考える理由を、800字以内で述べなさい。 

 

 

 

３．B方式：「国語・算数」は、一般入試の出題に準ずる 

 


